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（令和７年 11 月定例会）

特集 もっと住み心地のよいまちへ

裏表紙のインタビューもご覧ください



小
永
井
議
員
に
よ
る

議
員
の
お
作
法 

▼ 

議
案
を
読
ん
だ
時
の
違
和
感
を
大
切
に
し
て
審
議
に
臨
ん
で
い
ま
す
。

356台役場本館LED
交換台数 100人令和６年度

利用者数（延べ人数）

産後のママの心強い味方�
� 誰でも利用可能に
産後ケア事業� ２９６万円

産後ケア事業について、利用対象の拡大による
利用者数の増加を見込み予算を増額するもの。

質疑Pick up!  �利用対象者が大きく�
拡大

問 今回の産後ケア事業の変更点は。
答 令和６年度までは、心身の不調や育児に

不安等があり支援を必要とする方が対象であっ
たが、令和７年度からは対象者が拡大され、母
乳ケアや休息での利用も可能となるなど、利用
を希望する方は誰でも利用が可能となった。

早期の準備で全館LED化に
役場本館LED化改修事業� ２, ４００万円�
� （予算の執行は令和８年度）

役場本館のＬＥＤ化を令和８年度中に完了する
ため、令和７年度中に債務負担行為を設定する
もの。

質疑Pick up!  �令和８年度完了に向けて�
入札の準備を行う

問 なぜこの時期に、債務負担行為を設定す
るのか。
答 全国的にＬＥＤ化工事の需要が高まって

おり、年度当初に発注すると機器の納期に６カ
月以上かかることも想定されることから、適正
な工期を設定するために今定例会でゼロ債務負
担行為の予算を計上し、入札の準備に入る。

  きっと・ずっと・もっと  「子育てしやすい町に」
産後ケア事業の充実で子育ての悩みが少しでも和らげば
と思います。安心して子育てできる町になってほしいです。
 （下土狩　内田さん親子）

＼議員が取材 People's Voice／

債務負担行為… １つの事業や事務が単年度で終了せずに後の年度においても「負担＝支出」をしなければならない
場合に、あらかじめ後の年度の債務を約束することを予算で決めておくこと。3 2026.2.1発行

長泉町議会だより［�みらいずみ�］No.217

今
号
の
「
す
く
す
く
育
て
！
な
が
い
ず
み
キ
ッ
ズ
」
は
谷た
に
平ひ
ら 

澪み
お
ち
ゃ
ん
（
竹
原
）

11月定例会では、産後ケア事業やサス

テナブル住宅支援事業費補助金の増額

補正のほか、令和７年度から令和８年

度にかけて行われる長泉中学校耐力度

調査業務や役場本館LED化改修事業に

ついて注目しました！常に町民の視点

に立ち、責任を持って審議しています。

ながいずみキッズ、大募集！
◀応募はこちらから

産後ケア事業
� ２９６万円

役場本館LED化改修事業（債務負担行為）
� ２, ４００万円

長泉中学校耐力度調査業務（債務負担行為）
� ９５０万円

サステナブル住宅支援事業費補助金
� ２３０万円

議会が注目
わたしたちの未来、だいじょうぶ？

もっと
　　住み心地の
� よいまちへ

  きっと・ずっと・もっと  「健全な財政運営を」
寿命が長く電気代の節約にも
なる役場庁舎のLED化工事
は良いと思います。今後も
引き続き健全な財政運営を
期待します。

（本宿　澤入さん親子）

＼議員が取材 People's Voice／

2令和7年11月定例会
長泉町議会だより［�みらいずみ�］No.217



土
山
議
員
に
よ
る

議
員
の
お
作
法 

▼ 

町
民
の
方
の
声
を
大
切
に
し
、
議
会
に
届
け
て
い
き
ま
す
。

を可決14議案
公開します
審議した議案と議員ごとの賛否

傍聴は議場で！スマホで！
「いつでも・だれでも」
議場は役場３階。傍聴したい方は議会ホームページで予定
を確認していただくか、議会事務局にお問合せください。
� （℡０５５－９８９－５５２６）

議場・生中継には字幕ライブ配信も

議員

議案

審
議
結
果

大
沼

　正
明

葊
末

　美
香

土
山

　
　純

髙
田

　昌
直

安
田
三
津
子

石
川

　美
穂

植
松

　英
樹

杉
森

　賢
二

井
出

　春
彦

若
林

　
　徹

下
山

　和
則

長
野

　晋
治

堀
内

　
　浩

小
永
井
康
一

福
田

　
　明

宮
口

　嘉
隆

議第 14 号 児童福祉法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の
整理に関する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議第 15 号 長泉町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ -

議第 16 号 長泉町税条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議第 17 号 長泉町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定め
る条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議第 18 号 北部地域幹線道路整備工事請負契約の締結 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議第 19 号 町道 732 号線電線共同溝整備工事請負契約の締結 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議第 20 号 令和７年度長泉町一般会計補正予算（第３回） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ -

議第 21 号 令和７年度長泉町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３回） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ -

議第 22 号 令和７年度長泉町介護保険事業特別会計補正予算（第２回） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ -

議第 23 号 令和７年度長泉町水道事業会計補正予算（第１回） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ -

議第 24 号 令和７年度長泉町下水道事業会計補正予算（第１回） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ -

議第 25 号 公の施設の指定管理者の指定（長泉町文化センター） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議第 26 号 公の施設の区域外設置及び利用に関する裾野市との協議 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ -

発議第 １号 長泉町議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する
条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 〇 -

○は賛成、×は反対、議長は議事進行を行うため賛否表明はしません。賛否同数の場合のみ採決に参加します。

5 2026.2.1発行
長泉町議会だより［�みらいずみ�］No.217

  きっと・ずっと・もっと  「調査をしっかり行ってもらいたい」
全国各地で災害が発生しているなか、地域住民の避難所となる施設などの
耐震調査をしっかり行ってもらいたい。 （竹原　望月さん親子）

＼議員が取材 People's Voice／

64年長中校舎
築年数

学校施設等の整備に向けて�
長中の耐力度調査を実施
長泉中学校耐力度調査業務� ９５０万円�
� （予算執行は令和８年度）

学校施設等の整備にあたり、国庫補助制度の活
用をするための要件確認として、長泉中学校の
校舎及び屋内運動場の耐力度を調査するため、
令和８年度までの２箇年で債務負担行為を設定
する。

質疑Pick up!  �調査結果により国庫�
補助対象の可否を判断

問 長泉中学校耐力度調査の耐力度調査とは
どのようなものか。
答 耐力度調査とは建物の構造耐力、経年に
よる耐力・機能の低下、立地条件による影響の
３点の項目を調査し、建物の老朽化を総合的に
評価するものである。調査の結果、所要の耐力
度点数に達しない場合は、国庫補助制度の対象
とされる。

91件令和６年度
申請件数

ZEH（ゼロ・エネルギー・ハウス）
で持続可能な社会の実現を
サステナブル住宅支援事業費補助金�
� ２３０万円

サステナブル住宅支援事業費補助金の申請者数
増加に対応するため予算を増額。

質疑Pick up!  �上半期は47件の申請�
さらに増加が見込まれる

問 当初見込んでいた申請件数は。また、こ
れまでの申請実績は何件であったか。
答 当初は補助対象となるＺＥＨ（ゼロ・エ

ネルギー・ハウス）等に94件、１, 500万
円を見込んでおり、本年4月から9月までの上
半期は4７件、800万円の申請があった。

4令和7年11月定例会
長泉町議会だより［�みらいずみ�］No.217



答
弁
「
き
ま
ま
に
就
農
」
な
ど
農
業
振
興
に
つ
な
げ
た
い

答
弁

双
方
の
メ
リ
ッ
ト
と
な
る
取
り
組
み
を
行
い
た
い

問
　

農
地
の
維
持
管
理
や
担
い
手
確

保
に
向
け
て
の
取
り
組
み
と
、
地
域

が
抱
え
る
高
齢
化
に
対
し
、
農
地
を

守
る
仕
組
み
や
体
験
型
の
イ
ベ
ン
ト

を
通
じ
た
農
業
振
興
へ
の
拡
充
を
。

答
　

令
和
４
年
度
か
ら
取
り
組
む
就

農
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
「
き
ま
ま
に

就
農
」の
実
施
に
よ
り
、耕
作
放
棄
地

の
活
用
が
進
み
、「
長
泉
モ
デ
ル
」
と

し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
農

業
法
人
な
ど
の
誘
致
を
進
め
、
農
地

の
維
持
管
理
、
担
い
手
の
確
保
を
進

め
た
い
。
体
験
型
イ
ベ
ン
ト
は
、
Ｊ

Ａ
や
観
光
交
流
協
会
が
主
催
と
な
っ

て
実
施
し
て
い
る
。
今
後
も
地
域
が

意
向
を
ま
と
め
、
町
と
地
域
関
連
団

体
が
連
携
し
、
農
業
振
興
に
つ
な
げ

る
取
り
組
み
を
研
究
し
て
い
く
。

鳥
獣
被
害
対
策
へ
の
取
り
組
み
を

問
　

防
護
柵
・
わ
な
の
設
置
だ
け
で

な
く
、
地
域
の
見
回
り
、
農
業
委
員

会
や
猟
友
会
と
の
連
携
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用
し
た
早
期
発
見
な
ど
、
地
域
ぐ

る
み
の
対
策
へ
の
支
援
は
。

答
　

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
員
の
現

地
調
査
で
は
、
防
護
柵
の
稼
働
状

況
・
え
さ
場
と
な
ら
な
い
た
め
の
確

認
・
被
害
対
策
の
勉
強
会
を
実
施

し
、
周
知
啓
発
に
努
め
て
い
る
。
ま

た
、
県
は
令
和
５
年
度
に
、
裾
野
・

長
泉
を
跨
ぐ
広
域
に
お
い
て
、
ド

ロ
ー
ン
を
導
入
し
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ

の
生
息
状
況
調
査
を
猟
友
会
と
共
有

し
、鳥
獣
捕
獲
に
活
用
し
て
い
る
。

問
　

下
水
道
事
業
の
赤
字
要
因
を

ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
下
水
道
エ
リ
ア
の
見
直
し
な

ど
の
検
討
は
。

答
　

他
会
計
補
助
金
や
長
期
前
受
金

戻
入
額
が
営
業
損
益
算
出
の
対
象
外

で
あ
り
、
他
に
も
大
き
な
経
常
経
費

が
あ
る
一
方
で
、
消
費
税
関
連
以
外

の
使
用
料
改
定
を
行
っ
て
い
な
い
こ

と
が
要
因
で
あ
る
と
分
析
し
て
い

る
。
エ
リ
ア
見
直
し
に
つ
い
て
は
、

県
が
令
和
８
年
度
に
狩
野
川
流
域
別

下
水
道
整
備
総
合
計
画
の
第
５
回
計

画
を
策
定
予
定
で
あ
り
、
当
町
で
も

今
後
の
下
水
道
未
普
及
地
区
の
在
り

方
や
既
存
施
設
の
維
持
管
理
を
見
据

え
た
区
域
の
見
直
し
を
含
め
検
討
し

た
い
。

問
　

水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
改

定
の
考
え
は
。

答
　

水
道
料
金
は
、
昨
今
の
物
価
高

騰
・
人
件
費
上
昇
な
ど
を
踏
ま
え
、

改
定
の
必
要
性
の
検
証
を
行
い
た

い
。
下
水
道
使
用
料
は
、
他
会
計
補

助
金
の
減
を
見
込
ん
で
い
る
た
め
、

改
定
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

問
　

全
国
的
に
経
営
統
合
を
進
め
、

黒
字
化
に
成
功
し
た
自
治
体
が
増
え

て
い
る
。
町
の
考
え
は
。

答
　

水
道・
下
水
道
事
業
は
、対
象
者

と
区
域
が
異
な
り
、事
業
毎
に
会
計
を

設
け
て
い
る
。
料
金
徴
収
業
務
の
委
託

や
会
計
処
理
の
同
一
化
な
ど
効
率
を

図
っ
て
お
り
、
今
後
も
双
方
の
メ
リ
ッ

ト
と
な
る
取
り
組
み
を
行
い
た
い
。

農
地
の
維
持
管
理
、
担
い
手
の
確
保
の
取
り
組
み
は

上
下
水
道
一
体
経
営
で
健
全
化
・
黒
字
化
を

「きままに就農」の研修農地

農業地域の高齢化
と就農人口減少が
進む中、農地の維
持管理や担い手の
確保など、町全体
で守る仕組みづく
りが必要だ。

井出 春彦議員の視点
産業

7 2026.2.1発行
長泉町議会だより［�みらいずみ�］No.217

町民の関心・議員の視点

一般質問
町のさまざまな課題などについて、議員が
自身の考えや提案も含めて町に考えを聞く
「一般質問」。
議員ごとの視点（着眼点）も見えてきます。

子育て・教育
葊末議員　療育との併用通園の受け入れ態勢は

葊末議員　放課後児童会の低学年利用条件緩和を

杉森議員　完全地域展開への財政的な見通しは

くらし
井出議員　上下水道一体経営で健全化・黒字化を

石川議員　全国の自治体で進む開庁時間短縮への考えは

石川議員　河川画像を一元化しわかりやすい情報発信を

長野議員　公共施設の保有総量の最適化とは

安田議員　オンデマンド交通の電話予約も可能に

福祉
福田議員　特別養護老人ホームの増設計画は

産業
井出議員　農地の維持管理、担い手の確保の取り組みは

安田議員　観光交流協会を法人化に

P.8

P.8

P.12

P.7

P.9

P.9

P.10

P.11

P.13

P.7

P.11

11月議会では７人が登壇

「あなたはどの視点に共感しますか？」

映像でも
見られます

6令和7年11月定例会
長泉町議会だより［�みらいずみ�］No.217



答
弁

実
態
調
査
を
行
い
本
格
導
入
に
向
け
検
討
す
る

答
弁

河
川
監
視
シ
ス
テ
ム
の
在
り
方
を
検
討
す
る

問
　

窓
口
来
庁
者
数
の
傾
向
は
。

答
　

各
種
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付

増
加
に
伴
い
来
庁
者
数
の
減
少
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。
今
後
も
そ
の
よ
う

な
傾
向
が
続
く
と
考
え
て
い
る
。

問
　

全
国
の
自
治
体
で
職
員
の
働
き

方
改
革
や
財
政
面
に
よ
り
開
庁
時
間

を
短
縮
す
る
動
き
が
急
速
に
進
ん
で

い
る
。
開
庁
時
間
短
縮
へ
の
考
え
は
。

答
　

開
庁
時
間
が
職
員
の
勤
務
時
間

と
同
じ
設
定
と
な
っ
て
お
り
、
事
前
準

備
や
事
後
処
理
な
ど
が
勤
務
時
間
内

で
対
応
で
き
て
い
な
い
。
開
庁
時
間
の

前
後
に
窓
口
対
応
し
な
い
時
間
を
設

け
る
こ
と
で
働
き
方
改
革
や
時
間
外

勤
務
手
当
の
削
減
と
な
り
、
短
縮
に

よ
り
生
じ
た
時
間
を
事
務
改
善
や
企

画
立
案
な
ど
に
充
て
る
こ
と
に
よ
り

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
げ
ら

れ
る
と
考
え
検
討
を
始
め
て
い
る
。

問
　

開
庁
時
間
短
縮
へ
の
課
題
や
必

要
性
の
分
析
結
果
ま
た
、
情
報
提
供

な
ど
情
報
発
信
、
十
分
な
説
明
が
必

要
で
は
。

答
　

導
入
自
治
体
の
事
例
で
は
、
短

縮
時
間
の
計
が
45
分
か
ら
１
時
間
30

分
ま
で
と
対
応
が
一
様
で
は
な
い
こ

と
か
ら
、
全
庁
的
に
時
間
別
の
窓
口

や
電
話
で
の
対
応
件
数
を
一
定
期
間

調
査
し
、
こ
れ
を
基
に
、
影
響
が
少

な
い
短
縮
時
間
を
設
定
し
て
い
く
。

今
後
、
広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
事
前
周
知
、
試
行
実
施
、
試
行
実

施
の
結
果
評
価
な
ど
段
階
を
経
て
本

格
実
施
へ
つ
な
げ
導
入
に
対
す
る
理

解
を
求
め
て
い
く
。

問
　

河
川
の
水
位
状
況
が
観
測
で
き

る
カ
メ
ラ
は
町
内
に
８
基
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
公
開
画
像
に
は
不
鮮
明
な

箇
所
が
あ
る
た
め
カ
メ
ラ
の
更
新
を
。

ま
た
、
黄
瀬
川
合
流
地
点
や
普
通
河

川
な
ど
頻
繁
に
溢
水
や
内
水
氾
濫
す

る
箇
所
へ
カ
メ
ラ
増
設
の
考
え
は
。

答
　

映
像
な
ど
の
不
具
合
が
発
生
し

た
場
合
は
随
時
修
繕
を
行
っ
て
い
る
。

老
朽
化
に
よ
り
映
像
が
不
鮮
明
に

な
っ
た
カ
メ
ラ
を
こ
れ
ま
で
に
５
基

更
新
し
て
お
り
、
来
年
度
は
牧
堰
橋

の
カ
メ
ラ
を
１
基
更
新
す
る
予
定
で

あ
る
が
、
増
設
は
考
え
て
い
な
い
。

問
　

現
行
の
気
象
観
測
シ
ス
テ
ム
を

よ
り
わ
か
り
や
す
い
も
の
に
す
る
た

め
に
、
国
・
県
の
カ
メ
ラ
を
一
元
化

し
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
情
報
提
供
で

き
る
監
視
シ
ス
テ
ム
構
築
の
考
え
は
。

答
　

現
行
シ
ス
テ
ム
の
活
用
を
当
面

は
継
続
し
た
上
で
、
ま
ず
は
カ
メ
ラ

の
更
新
を
進
め
、
今
後
、
導
入
可
否

も
含
め
整
備
手
法
の
在
り
方
を
検
討

す
る
。

ド
ロ
ー
ン
の
利
活
用
拡
大
を

問
　

ド
ロ
ー
ン
な
ら
で
は
の
空
撮
に

よ
る
リ
ア
ル
な
画
像
や
映
像
配
信

で
、
長
泉
の
魅
力
ア
ピ
ー
ル
を
。

答
　

大
規
模
災
害
発
生
時
に
早
期
に

被
害
現
場
の
状
況
把
握
す
る
な
ど
の

災
害
対
応
を
目
的
と
し
て
整
備
し
て

お
り
目
的
が
異
な
る
た
め
、
災
害
時

の
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
調
査
体
制
が

整
っ
た
後
、
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た

情
報
発
信
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

全
国
の
自
治
体
で
進
む
開
庁
時
間
短
縮
へ
の
考
え
は

河
川
画
像
を
一
元
化
し
わ
か
り
や
す
い
情
報
発
信
を

開庁時間は自治体によりさまざま。
写真は窓口受付時間短縮を知らせる福岡県古賀市役所ロビーの掲示。

ＤＸの推進で業務
効率化・生産性の
向上へとつながり
新しいまちづくり
と住民サービスの
質向上が図られる
ことに期待。
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「あなたはどの視点に共感しますか？」

一般質問

答
弁

入
園
希
望
は
全
て
受
け
入
れ
る
の
が
基
本

答
弁

現
在
は
定
数
に
達
し
て
い
る
た
め
難
し
い

問
　

幼
稚
園
の
延
長
預
か
り
や
一
部

給
食
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
、
他
に
も

幼
稚
園
の
独
自
行
事
の
情
報
発
信
を
。

答
　

入
園
説
明
会
で
の
周
知
の
み
な

ら
ず
、
町
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
を
活
用
し
、
情
報
発
信
を
し
て
い

る
。
引
き
続
き
広
報
な
ど
の
紙
媒
体

だ
け
で
は
な
く
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

の
ア
ク
セ
ス
向
上
な
ど
の
工
夫
も
図

り
な
が
ら
、
魅
力
発
信
に
努
め
る
。

問
　

幼
稚
園
の
園
区
を
な
く
し
て
希

望
の
園
に
登
園
で
き
る
よ
う
に
。

答
　

園
区
に
つ
い
て
、
東
幼
稚
園
の

廃
園
が
決
定
と
な
っ
た
場
合
に
は
、

全
区
域
に
お
け
る
園
区
の
運
用
に
つ

い
て
、
廃
止
を
念
頭
に
整
理
す
る
必

要
が
生
じ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

問
　

療
育
と
併
用
し
て
登
園
し
て
い

る
子
ど
も
の
数
と
受
け
入
れ
が
で
き

な
か
っ
た
ケ
ー
ス
、
途
中
退
園
し
た

ケ
ー
ス
は
。
今
後
予
定
さ
れ
て
い
る

公
立
施
設
の
民
間
移
設
や
民
設
民
営

の
こ
ど
も
園
に
つ
い
て
も
、
希
望
す

れ
ば
受
け
入
れ
態
勢
が
と
れ
る
の
か
。

答
　

現
在
３
歳
児
か
ら
５
歳
児
ま
で

の
園
児
数
５
１
４
人
の
う
ち
約
１
割

が
利
用
し
て
い
る
。
受
け
入
れ
に
つ

い
て
は
入
園
希
望
を
全
て
受
け
入
れ

る
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
支
援
が
必
要
な
こ
と
を
理
由
に

受
け
入
れ
で
き
な
い
ケ
ー
ス
は
な

い
。
ま
た
、
今
後
の
民
営
化
を
想
定

し
て
い
る
園
に
お
い
て
も
、
事
業
者

を
公
募
す
る
際
に
は
、
原
則
と
し
て

町
立
園
と
同
様
の
対
応
を
求
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　

放
課
後
児
童
会
の
利
用
条
件
に

土
曜
日
を
含
め
て
週
４
日
以
上
勤
務

と
あ
る
が
、
低
学
年
は
条
件
緩
和
を

検
討
し
て
は
。

答
　

現
在
の
放
課
後
児
童
会
で
は
、

年
間
を
通
じ
て
ほ
ぼ
定
数
に
達
し
て

い
る
児
童
を
受
け
入
れ
て
い
る
稼
働

状
況
を
考
慮
す
る
と
、
現
時
点
に
お

い
て
は
、
低
学
年
の
保
護
者
の
就
労

条
件
な
ど
の
条
件
の
緩
和
は
難
し

い
。
今
後
、
定
数
に
余
裕
が
生
じ
た

場
合
な
ど
、
低
学
年
に
限
定
を
し
た

上
で
、
一
部
利
用
条
件
を
緩
和
し
て

利
用
者
募
集
す
る
な
ど
の
対
応
が
可

能
か
ど
う
か
研
究
す
る
。

問
　

入
会
案
内
に
は
放
課
後
児
童
会

で
の
宿
題
な
ど
は
自
発
的
に
行
う
と

あ
る
が
、
宿
題
タ
イ
ム
と
し
て
声
か

け
を
し
て
は
。

答
　

宿
題
を
含
む
勉
強
や
読
書
の
時

間
を
設
け
て
お
り
、
設
け
た
時
間
の

中
で
児
童
は
勉
強
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
放
課
後
児
童
会
に
お
け
る
一
般

的
な
活
動
内
容
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な

ど
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
わ
か
り
や
す

い
場
所
に
掲
載
す
る
な
ど
、
情
報
発

信
の
強
化
を
図
る
。

問
　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
の
学
級
閉

鎖
に
伴
う
、
子
ど
も
の
居
場
所
作
り

と
し
て
、
昼
間
の
児
童
会
開
放
を
。

答
　

罹
患
リ
ス
ク
や
他
者
へ
の
拡
散

リ
ス
ク
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
基
本
的

に
は
不
要
不
急
の
外
出
を
避
け
、
自

宅
で
過
ご
す
こ
と
を
推
奨
し
て
お

り
、
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、

受
け
入
れ
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

療
育
と
の
併
用
通
園
の
受
け
入
れ
態
勢
は

放
課
後
児
童
会
の
低
学
年
利
用
条
件
緩
和
を

子ども同士のつながりでお互いの成長の促進を。

保育ニーズの高ま
りもあり、今後公
立園の再配置も予
定しているが、子
どもの成長を考え
た教育環境整備が
必要。

葊末 美香議員の視点
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答
弁

実
走
の
場
合
電
話
受
付
対
応
も
必
要

答
弁

法
人
化
に
向
け
た
課
題
対
応
を
支
援
し
て
い
く

住
民
の
交
通
手
段

問
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
循
環
線
廃

止
に
伴
う
代
替
案
は
。

答
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
循
環
線
は

12
月
26
日
で
終
了
す
る
。
Ａ
Ⅰ
オ
ン

デ
マ
ン
ド
交
通
実
証
結
果
を
考
慮

し
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
移
動

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
最
適
な
公
共
交
通

サ
ー
ビ
ス
の
組
み
合
わ
せ
を
地
域
公

共
交
通
協
議
会
で
検
討
し
て
い
く
。

問
　

オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
運
行
の
場

合
は
電
話
で
の
予
約
可
能
に
。

答
　

実
走
さ
せ
る
か
現
時
点
で
は
決

ま
っ
て
い
な
い
。
今
後
、
地
域
公
共

交
通
協
議
会
に
お
い
て
実
証
運
行
結

果
と
そ
の
分
析
を
行
い
、
国
や
県
の

補
助
金
の
有
無
な
ど
を
踏
ま
え
て
、

実
走
を
検
討
す
る
が
、
実
走
す
る
場

合
に
は
、
運
行
当
初
は
電
話
に
よ
る

受
付
対
応
も
必
要
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
。

問
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
活
用
タ

ク
シ
ー
利
用
助
成
で
利
用
で
き
な
い

と
い
う
声
を
聞
く
が
利
用
状
況
は
。

答
　

７5
歳
以
上
の
方
と
免
許
自
主
返

納
し
た
65
歳
以
上
の
方
を
合
わ
せ
た

利
用
状
況
は
、
令
和
５
年
度
が
延
べ

利
用
者
数
７
６
０
９
人
、
助
成
額

３
８
８
万
２
９
９
０
円
、
令
和
６
年

度
は
延
べ
利
用
者
数
１
万
３
６
５
８

人
、
助
成
額
６
９
２
万
２
６
１
０
円

で
利
用
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。

問
　

町
の
観
光
を
支
え
て
い
る
観
光

交
流
協
会
の
活
動
は
。

答
　

町
内
を
巡
る
観
光
バ
ス
ツ
ア
ー

の
顧
客
に
対
す
る
ガ
イ
ド
案
内
や
観

光
資
源
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
、
ま

た
伊
豆
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
と
連
携
し

た
郷
土
愛
の
醸
成
な
ど
を
展
開
し
、

そ
の
活
動
が
注
目
を
集
め
テ
レ
ビ
、

新
聞
な
ど
で
取
り
上
げ
ら
れ
町
の
魅

力
発
信
に
つ
な
が
っ
て
お
り
、
観
光

交
流
協
会
の
活
動
が
長
泉
の
観
光
施

策
の
礎
と
な
っ
て
い
る
。

問
　

観
光
交
流
協
会
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

に
。答　

令
和
元
年
の
理
事
会
で
将
来
的

に
法
人
化
を
目
指
す
意
向
を
示
し
て

お
り
、
事
業
の
拡
大
な
ど
を
図
っ
て

い
る
が
、
法
人
化
に
伴
う
経
費
を
賄

う
ま
で
の
収
益
に
は
至
っ
て
い
な

い
。
ま
た
来
訪
者
の
ニ
ー
ズ
も
複
雑

か
つ
多
様
化
す
る
中
で
対
応
す
る
人

材
確
保
も
難
し
い
。
法
人
格
取
得
に

向
け
た
準
備
を
調
査
研
究
し
、
課
題

へ
の
対
応
を
支
援
し
て
い
く
。

問
　

長
久
保
城
を
今
以
上
に
周
知

を
。答　

ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
ガ
イ
ド
マ
ッ

プ
を
作
成
し
、
長
久
保
城
に
つ
な
が

る
歴
史
や
言
い
伝
え
の
あ
る
史
跡
を

巡
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
や
、

知
徳
高
校
生
と
協
働
で
長
久
保
城
御

城
印
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
を
実
施
し

た
。
長
久
保
城
以
外
に
も
様
々
な
観

光
資
源
が
あ
り
町
内
を
回
遊
で
き
る

仕
組
み
作
り
に
よ
り
新
た
な
魅
力
発

信
に
努
め
て
い
く
。

オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
の
電
話
予
約
も
可
能
に

観
光
交
流
協
会
を
法
人
化
に

ＡⅠオンデマンド交通を運行する場合ライン予約だけでなく
電話受付可能に。

コミュニティバス
循環線廃止に伴い、
オンデマンド交通
やマイナンバーカー
ド利用助成事業を
併用して住民の移
動手段の確保を。

安田 三津子議員の視点
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「あなたはどの視点に共感しますか？」

一般質問

答
弁

統
合
、
資
産
の
整
理
な
ど
を
総
合
的
に
検
討
す
る

起
業
・
創
業
支
援

問
　

起
業
・
創
業
は
収
益
や
雇
用
に

つ
な
げ
る
た
め
、
販
路
開
拓
や
経
営

ア
イ
デ
ア
な
ど
ソ
フ
ト
面
を
支
援
す

べ
き
で
、
開
業
資
金
の
補
助
は
不
要

で
は
。

答
　

国
か
ら
認
定
を
受
け
て
い
る

「
創
業
支
援
事
業
計
画
」
に
基
づ
き
、

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
総
合
相
談
窓
口
、
起

業
創
業
セ
ミ
ナ
ー
、
起
業
創
業
支
援

事
業
費
補
助
金
を
創
設
す
る
な
ど
支

援
し
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
約
80
人
が

起
業
し
て
お
り
、
一
定
の
成
果
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。

問
　

開
業
後
の
フ
ォ
ロ
ー
は
。

答
　

商
工
会
を
は
じ
め
、
政
策
公
庫

や
保
証
協
会
、
金
融
機
関
な
ど
の
協

力
を
得
な
が
ら
、
支
援
・
相
談
を
実

施
し
て
い
る
。
な
お
、
地
域
経
済
の

活
性
化
、
賑
わ
い
創
出
の
向
上
に
質

し
て
い
る
か
、
ま
た
、
制
度
運
用
上

の
課
題
も
生
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

伴
走
支
援
の
仕
組
み
な
ど
も
含
め
、

現
在
、
補
助
要
綱
の
改
正
を
進
め
て

い
る
。

農
業
経
営
収
入
保
険
加
入
促
進
事
業

問
　

農
業
は
自
然
相
手
の
ビ
ジ
ネ

ス
。
災
害
リ
ス
ク
に
備
え
る
保
険
は

自
前
で
加
入
す
べ
き
で
は
。

答
　

農
業
経
営
に
は
自
然
災
害
、
農

産
物
の
市
場
価
格
の
低
下
な
ど
の
社

会
情
勢
の
変
化
が
あ
る
中
、
地
域
へ

安
心
安
全
な
農
産
物
の
提
供
の
た

め
、
農
業
経
営
安
定
化
に
は
一
定
の

支
援
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

都
市
公
園
整
備
事
業

問
　

今
後
、
人
口
減
少
フ
ェ
ー
ズ
に

向
か
う
中
、
市
街
化
区
域
内
一
人
当

た
り
公
園
面
積
の
増
加
目
標
は
不
要

で
は
。

答
　

令
和
６
年
度
末
の
市
街
化
区
域

内
一
人
あ
た
り
の
都
市
公
園
面
積
は

１・７5
㎡
。
都
市
公
園
法
施
行
令
で
、

市
街
地
の
住
民
一
人
当
た
り
の
標
準

は
５
㎡
以
上
と
さ
れ
、
町
の
都
市
公

園
条
例
に
お
い
て
も
同
様
の
数
値
を

規
定
し
、
緑
の
基
本
計
画
の
長
期
目

標
に
お
い
て
も
同
様
の
目
標
値
と
し

て
い
る
。

桃
沢
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

問
　

大
規
模
改
修
に
よ
り
、
利
用
料

金
収
入
が
増
加
し
て
お
り
、
指
定
管

理
料
を
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　

大
規
模
改
修
後
、
新
施
設
の
運

営
で
得
ら
れ
た
利
用
料
収
入
の
一
部

を
町
の
歳
入
と
す
る
こ
と
で
利
用
料

収
入
の
増
加
に
対
応
し
た
。
ま
た
、

現
在
の
指
定
管
理
期
間
に
お
い
て

は
、
新
た
な
管
理
料
を
設
定
し
た
。

指
定
管
理
者
の
経
営
努
力
に
よ
り
、

収
益
を
上
げ
た
増
加
分
は
、
指
定
管

理
者
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
な
り
、

利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
資

す
る
た
め
、
減
額
変
更
は
考
え
て
い

な
い
。

問
　

施
設
を
民
間
に
完
全
委
託
し
た

ら
ど
う
か
。

答
　

施
設
の
設
置
趣
旨
と
機
能
は
維

持
し
な
が
ら
も
、
採
算
性
を
上
げ
て

町
の
財
政
負
担
を
軽
減
す
る
手
法
は

研
究
の
余
地
が
あ
り
、
官
民
連
携
に

よ
る
民
間
資
金
を
活
用
し
た
公
共
施

設
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
先
進
事
例

の
調
査
を
含
め
研
究
し
て
い
く
。

公
共
施
設
の
保
有
総
量
の
最
適
化
と
は

はじめはGAFA（ガーファ）もスモールビジネスだった。
長泉から世界に羽ばたく起業家が生まれることに期待。

強い起業家を育て
るならノウハウ、
アイデアは出して
も補助金を出すべ
きではない。資金
の自己調達も開業
の重要な第一歩。

長野 晋治議員の視点
くらし

GAFA（ガーファ）… アメリカのIT（情報技術）企業大手であるGoogle・Apple・Facebook（現Meta）・
Amazonの頭文字をつないだ造語。 10令和7年11月定例会
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答
弁

第
10
期
事
業
計
画
の
策
定
で
検
討
す
る

高
齢
者
対
策

問
　

様
々
な
事
情
で
介
護
施
設
に
入

所
が
必
要
な
方
が
利
用
で
き
る
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
増
設
計
画
は
。

答
　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
増
設

に
つ
い
て
は
、
３
年
に
１
度
策
定
す

る
介
護
保
険
事
業
計
画
で
そ
の
必
要

性
を
定
め
た
上
で
進
め
て
お
り
、
令

和
８
年
度
末
ま
で
の
第
９
期
事
業
計

画
の
期
間
中
は
増
設
の
計
画
は
な

い
。
令
和
９
年
度
か
ら
の
３
年
間
に

つ
い
て
は
、
令
和
８
年
度
に
策
定
す

る
第
10
期
事
業
計
画
で
検
討
す
る
。

問
　

高
齢
者
な
ど
が
町
内
を
移
動
す

る
手
段
と
し
て
の
福
祉
有
償
運
送
事

業
の
内
容
は
。

答
　

要
介
護
者
や
身
体
に
障
害
が
あ

る
方
な
ど
単
独
で
タ
ク
シ
ー
そ
の
他

の
公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る
こ
と

が
困
難
な
方
を
対
象
に
、
長
泉
町
、

裾
野
市
、
清
水
町
の
３
市
町
で
設
置

し
て
い
る
福
祉
有
償
運
送
運
営
協
議

会
で
協
議
し
、
運
輸
局
か
ら
認
可
を

受
け
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
社
会
福
祉
法

人
が
、
自
家
用
車
を
利
用
し
て
通
院

な
ど
を
支
援
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
、
生

活
に
必
要
な
場
所
に
限
ら
れ
る
サ
ー

ビ
ス
に
な
る
。
料
金
は
一
般
的
な
タ

ク
シ
ー
よ
り
安
価
と
な
っ
て
い
る
。

問
　

運
転
免
許
証
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
70
歳
以
上
に
交
通
費
の
一
部
を
助

成
す
る
高
齢
者
乗
車
券
（
交
通
系

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
や
タ
ク
シ
ー
助
成
券
）

の
導
入
を
。

答
　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
環
境

を
つ
く
る
た
め
に
は
、
移
動
手
段
の

確
保
は
大
変
重
要
で
あ
る
。
町
で

は
、
通
院
や
買
い
物
な
ど
を
支
援
す

る
た
め
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

所
持
す
る
７5
歳
以
上
の
方
や
運
転
免

許
証
を
自
主
返
納
し
た
65
歳
以
上
の

方
を
対
象
に
タ
ク
シ
ー
運
賃
の
一
部

を
助
成
す
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

活
用
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
事
業
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
65
歳
以
上
で

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
町
民
税

非
課
税
世
帯
の
方
に
は
、
月
４
回
ま

で
利
用
で
き
る
タ
ク
シ
ー
初
乗
り
運

賃
助
成
券
を
交
付
す
る
外
出
支
援

サ
ー
ビ
ス
事
業
も
実
施
し
て
い
る
た

め
、
新
た
な
助
成
券
な
ど
は
考
え
て

い
な
い
。

民
生
委
員
の
活
動
と
欠
員
の
状
況

問
　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
補
助

す
る
協
力
員
制
度
と
欠
員
の
状
況

は
。答

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
負
担

軽
減
な
ど
を
目
的
に
令
和
元
年
12

月
、
静
岡
県
が
創
設
し
た
制
度
で
、

活
動
を
補
佐
す
る
「
ペ
ア
サ
ポ
ー

タ
ー
」
と
運
営
を
補
佐
す
る
「
エ
リ

ア
サ
ポ
ー
タ
ー
」
が
あ
り
、
当
町
で

は
11
月
30
日
ま
で
１
名
の
ペ
ア
サ

ポ
ー
タ
ー
が
県
か
ら
委
嘱
さ
れ
て
い

た
。
欠
員
の
状
況
は
、
定
数
91
人
の

う
ち
７8
人
が
選
任
さ
れ
13
名
の
欠
員

が
生
じ
て
い
る
。
ま
た
、
主
任
児
童

委
員
は
、
定
数
４
人
に
対
し
３
人
が

選
任
さ
れ
、
１
名
の
欠
員
が
生
じ
て

い
る
。
定
数
を
満
た
し
て
い
な
い
自

治
会
に
つ
い
て
は
、
地
域
で
の
支
援

や
見
守
り
が
途
切
れ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
同
士

で
の
連
携
を
お
願
い
し
て
い
る
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
増
設
計
画
は

希望者が多い特別養護老人ホーム

２０２５年、団塊世
代が７５歳になり、
介護が必要な高齢
者が増加する。そ
のためには特別養
護老人ホームの増
設が必要である。

福田 明議員の視点
福祉
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「あなたはどの視点に共感しますか？」

一般質問

答
弁

国
や
県
な
ど
の
動
向
を
注
視
し
考
え
た
い

小
中
学
校
オ
ン
ラ
イ
ン
出
席
制
度

問
　

オ
ン
ラ
イ
ン
出
席
制
度
の
出
席

扱
い
は
例
外
か
、
制
度
化
か
。
制
度

の
前
提
確
認
・
総
点
検
が
必
要
と
考

え
る
が
、
位
置
づ
け
の
明
確
化
と
、

学
校
ご
と
の
運
用
差
な
ど
町
の
現
状

と
考
え
は
。

答
　

出
欠
の
取
り
扱
い
は
、
文
部
科

学
省
の
通
知
を
も
と
に
決
定
。
今
年

度
県
が
進
め
る
「
し
ず
お
か
バ
ー

チ
ャ
ル
ス
ク
ー
ル
」
の
本
格
運
用
が

開
始
さ
れ
、
一
人
一
台
端
末
か
ら
ア

ク
セ
ス
で
き
る
仮
想
空
間
を
活
用

し
、
不
登
校
な
ど
で
学
校
に
継
続
的

に
通
っ
て
い
な
い
児
童
・
生
徒
を
対

象
と
し
た
、
新
し
い
学
校
以
外
の
居

場
所
や
学
び
の
場
に
な
る
。
当
町
は

不
登
校
傾
向
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
の

個
々
の
状
況
を
見
て
判
断
し
、「
し

ず
お
か
バ
ー
チ
ャ
ル
ス
ク
ー
ル
」
を

お
知
ら
せ
し
て
い
る
。
文
部
科
学
省

か
ら
出
て
い
る
通
知
を
も
と
に
出
欠

の
取
り
扱
い
を
決
め
て
い
る
た
め
、

町
内
の
学
校
ご
と
の
温
度
差
に
よ
っ

て
違
い
が
出
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。

問
　

ロ
グ
イ
ン
は
し
た
が
授
業
を
受

け
て
い
な
い
と
い
う
判
定
は
あ
る
の

か
。
学
力
・
出
席
・
心
理
状
態
の
追

跡
調
査
の
導
入
な
ど
、
検
証
制
度
が

必
要
と
考
え
る
が
。

答
　

現
在
、
文
部
科
学
省
が
示
す
要

件
を
満
た
し
て
出
席
扱
い
と
な
っ
て

い
る
子
ど
も
が
い
な
い
た
め
、
学
習

活
動
の
成
果
を
評
価
に
反
映
す
る
こ

と
は
な
い
。「
し
ず
お
か
バ
ー
チ
ャ

ル
ス
ク
ー
ル
」
は
、
今
年
度
開
始
し

た
ば
か
り
の
た
め
、
ま
だ
実
績
が
な

く
、
今
後
課
題
が
出
て
く
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
の
で
、
県
の
取
り
組
み

を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

中
学
校
部
活
動
の
地
域
展
開

問
　「
地
域
移
行
」
か
ら
「
地
域
展

開
」
へ
と
用
語
が
改
め
ら
れ
、
町
の

施
策
や
支
援
の
方
向
性
は
。

答
　

目
指
す
姿
と
し
て
、夢
に
向
か
っ

て
い
き
い
き
と
輝
く
中
学
生
、
子
ど

も
と
向
き
合
う
時
間
を
大
切
に
す
る

教
師
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
的
活
動
を

通
し
て
生
徒
と
関
わ
る
地
域
の
人
々

と
し
、
地
域
展
開
を
進
め
て
い
く
。

問
　

地
域
ク
ラ
ブ
化
へ
の
町
の
支

援
・
予
算
の
方
向
性
は
。
施
設
使
用

料
や
大
会
出
場
時
の
課
題
へ
の
対

応
、
備
品
用
具
の
整
備
は
誰
が
担
う

の
か
。
令
和
８
年
度
以
降
の
完
全
地

域
展
開
へ
の
財
政
的
な
見
通
し
は
。

答
　

認
定
さ
れ
た
地
域
ク
ラ
ブ
は
、

主
に
部
活
動
の
時
間
帯
に
中
学
校
施

設
を
使
用
し
て
活
動
す
る
こ
と
に
な

り
、
そ
の
時
間
帯
は
優
先
利
用
を
図

り
金
銭
的
な
負
担
が
生
じ
な
い
よ
う

検
討
し
、
備
品
用
具
も
中
学
校
と
相

談
し
な
が
ら
使
用
し
て
い
く
こ
と
を

考
え
て
い
る
。
現
在
は
、
部
活
動
の

振
興
に
関
し
て
、
長
泉
町
立
中
学
校

に
係
る
部
活
動
支
援
補
助
金
交
付
要

綱
に
基
づ
き
補
助
し
て
お
り
、
中
体

連
の
大
会
は
長
泉
町
立
中
学
校
代
表

生
徒
派
遣
事
業
補
助
金
交
付
要
綱
に

基
づ
き
補
助
し
て
い
る
が
、
今
後
、

地
域
展
開
し
た
場
合
、
認
定
さ
れ
た

地
域
ク
ラ
ブ
に
も
こ
れ
ら
の
補
助
金

が
適
用
で
き
る
の
か
、
見
直
し
を
考

え
る
。
今
後
の
財
政
的
な
見
通
し

は
、
国
や
県
な
ど
の
動
向
を
注
視
し

考
え
た
い
。

完
全
地
域
展
開
へ
の
財
政
的
な
見
通
し
は

開放時間の見直しを。長泉北中グラウンドにて。

未来への投資、
未来への政策を
掲げ、教育に力
を注ぎ未来ある
こどもたちを守
り育てていく必
要がある。

杉森 賢二議員の視点
子育て・教育

12令和7年11月定例会
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住みやすい
町づくり

今後も
安心

頑張って
ほしい

いつも
きれい

是非
継続して

クイズのこたえと、住所・氏名・年齢・電話番号、
議会だよりへの感想を書いて、❶❷❸いずれかで
お送りください。

❶はがき　〒411-8668　長泉町中土狩828番地
　　　　　長泉町議会　広報広聴常任委員会宛

❷ FAX�
　 055-986-5905

ふるさと納税は、自治体間
でのお金の取り合いのよう
になってしまっていて、個
人的には好きではない制度
です。長泉町には、ただた

だ町民にとって住みやすい町づくりを追求し
ていってもらいたいです。� （40代）

SPICEBOXはぜひ継続して
ほしいです。運営期間中５
回利用しました。やはり、
駅へ行くのにバスの便数が
少ないので、大変便利です。

� （60代）

議会の考えがわかりやすくま
とまっており、今後も安心し
て長泉町でくらすことができ
ると感じました。� （30代）

普段議員さんがどんな仕事を
しているのか知らなかったの
で、わかってよかったです。
まちを良くするために頑張っ
てほしいです。� （20代）

町の公園はいつもきれいに整
備されていて感謝していま
す。そんな公園でトラブルが
発生してしまうのはとても残
念なことですね。モラルと思

いやりを持って利用させていただくべきだと思
います。� （50代）

❸応募
　フォーム

わたしも一言
読んだ・わかった・考えた 議会だよりNo.216「わが町たんけんクイズ」

への応募は 103 件で、議会だよりへの感想
や町への「ひと言」も多数いただきました。
皆さんは、どう考えますか？

No.216 は
こちらから読めます

ヒント…桃沢川の自然と触れ合える親水公園。つり橋やビオ
トープゾーン、芝生広場や水遊びが楽しめる池もあり、
一日中楽しめる公園です。

155 回目！
きっと・ずっと・もっと！わが町 "発見 "クイズ

「水と〇の杜公園」

応募して
みませんか

締切は２/28（土）消印有効
※当選は商品の発送をもってかえさせていただきます

◆前回のこたえは 桃 沢野外活動センターでした。
　（応募 123通・正解 123通）
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１２月　
　臨時会

令和７年第１回臨時会が、12月24日

に開かれました。物価高騰対策に伴

う補正予算として、プレミアム商品

券や水道基本料金の減免、子育て応

援手当について審議しました。

補正予算
Ｐ Ｉ Ｃ Ｋ Ｕ Ｐ  !

中継映像をcheck
議員

議案

審
議
結
果
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議第27号 令和７年度長泉町一般会計補正予算（第４回） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議第 28号 令和７年度長泉町水道事業会計補正予算（第２回） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -
○は賛成、×は反対、議長は議事進行を行うため賛否表明はしません。賛否同数の場合のみ採決に参加します。

公開します
審議した議案と議員ごとの賛否

23議案

4ヵ月無料水道基本料金

上水道事業費�
� ７, ９３４万円
生活費などの経済的負担の軽減を図るため12
月から３月までの４ヵ月分水道基本料金を減免
する。

物価高対応子育て応援手当支給費�
� １億７, ７００万円
物価高の影響を強く受けている子育て世帯を支
援するため、児童手当支給対象児童一人あたり
２万円を支給する。

2万円子ども一人あたり

100%プレミアム率

物価高対策プレミアム商品券事業費�
� １億４, ４３８万円
町内の店舗で令和８年８月まで使用できるプ
レミアム率100%、額面6,000円分の商品券を
3,000円で販売する。
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Editor’s note
きっと・ずっと・もっと
新年最初のみらいずみはいかがで
したか。今年は60年に一度巡って
くる丙午。活力やエネルギーに満
ち溢れた年と言われ、馬は目標に
向かって突き進む力や挑戦、飛躍
のシンボルとされています。今年
が皆さまにとって実り豊かな一年
となりますように。� （石川美穂）

高齢者や視覚の弱い方にも配慮した
ユニバーサルデザインフォントを�
使用しています

▲議会だよりがアプリで読める！
　「マチイロ」で検索

No.217
2 0 2 6 . 2 . 1

（令和７年１１月定例会）

議会のこと、届けます

フォローはこちらから
Instagram Facebook

Instagram・Facebook
やっています

次の定例会は
３月２日（月）開会予定
審議日程や議案一覧などは２月24日ごろホームページに掲載予定

長泉町議会

長倉さん親子（竹原）

幼稚園の長泉凧あげに参加しました。凧が長泉の文化とは知ら
なかったですが、よい経験になりました。近所を散歩していると
地域住民の方から声をかけてもらえるような地域交流のある町に
なればと思います。

＼議員が取材／
今号の表紙のひと
interview

東幼稚園
長泉凧あげ�編

冬日和の下、竹原グラウンドで幼稚園の長泉凧あげが行われました。空高く
舞い上がった凧に園児たちも大はしゃぎです。伝統の長泉凧を次の世代にも
繋げてほしいと、そんな思いで見上げていました。
� （取材…土山議員・廣末議員）

Gikai-voice

Gikai  information

＼議員が学ぶ３町合同全議員研修／

１２月１９日、小山町・清水町・長泉町の３町で構成される駿東郡
議会議長会で全議員研修を実施しました。講師には茨城県取手市
役所情報管理課長の岩﨑弘宜氏を招き、議会の在り方や議会改革
などについて講演をしていただきました。


